
情報理工学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Computer Science

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

① 情報理工学分野における新たな問題を発見
し、それに対して適切な研究課題を設定でき
るか

② 情報理工学分野の研究開発を行うための先
端的な専門的な技術を有しているか

③ 情報理工学分野の新たな問題に対して研究
計画を立案し、それを着実に遂行して有効
な成果を上げることができるか

④ 国際的な場において研究成果を英語でプレ
ゼンテーションし、英語でディスカッションが
できるか
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情報理工後期特別研究，情報理工後期

特別演習A/B，INFOSS 情報倫理，APRIN

・ 本学位プログラムでは、 「必修科目」および「専門科目」を設けている。

・ 「必修科目」では指導教員のアドバイスを受けながら研究活動を行うとともに、関連分野のサーベイ等を行う。

これにより知の活用力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力、工学基礎力、情報分野

の知識・技術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術を修得する。

・ 「研究セミナー」において、英語での研究発表や議論を通して、コミュニケーション能力、国際性、プレゼンテ

ーション能力を習得する。

・ 「研究型インターンシップI/II」では、他大学や研究所等に滞在して研究活動に従事することで、マネジメント

能力、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性、情報分野の知識・技術、専門分野の探求力、プ

レゼンテーション能力を習得する。

・ 「異分野研究室インターンシップI/II」では、理工系の研究室へ滞在し研究活動に従事することで、コミュニケ

ーション能力、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術力を習得する。

・ 「大学院共通科目」、 「学術院共通専門基盤科目」、 「研究群共通科目群」等を通じて、多様な分野に関する

深い専門的知識や技術力を身につける。

・ TA （Teaching Assistant）やTF （Teaching Fellow）の活動や研究室での後輩への研究指導などを通じて、マ

ネジメント能力を身につける。
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・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、一般入試、及び、社会人特別選抜

等、時期および募集人数の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験は必須とする。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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